


きの光 の強さ10gloo5を 求 めた。

分光 感度 測 定12種 類の異なるピー ク波長

(369-652nm)を もつLEDを 用い,そ れぞれの波

長の光の強度をNDフ ィルターによって減光し,

光の弱 い順 に05sず つ刺激 し,ERGを 測定した。

分 光感 度 曲線 は,ERGb波 の電圧 が等 しくなると

きの光の強度 の逆数 を相 対値 化して作 図した。

時間 分解 能測 定 網膜 レベ ル の時 間分 解能 の

指標 として,フ リッカー 光の周 波数 の増加 に伴う

ERG電 圧 の低 下 の度 合 いを調 べ た。

Duty比50:50の パ ルスをジェネレー タにより発

生させ,503nmの 発光 ダイオ ードを2Hzか ら

25Hzの 間で,周 波 数 が低 い順 に1分 以上 の間

隔 をおいてそれぞ れ5秒 間ずつ 点 滅させ,ERG

を記録 した。それ ぞれの周 波数 でERG波 形か

ら電圧 を測 定して平均 値 を解 析 に川いた。光の

強 さは3段 階(6.49,52.9,737×1011

quanta/cm2/s(0.82,6.55,91.61x相 当)に 設 定し

た。

ERG電 圧 とフリッカー光 の周波 数 との関係 は指

数 関数 にフィットすることがネズミで報 告 され て

いる(Sauv6,Pinilla&Lund,2006)。 そこでわれ

われ はERG電 圧 と周 波 数の 関係 を指 数 関数

y=a・exp-bXに フィットさせ,減 衰 の大きさの指標

として指 数 関数 の次数bの 値 と2Hzの ときの電圧

を基 準として電 圧 が5%に なるときの周波 数を求

めた。

結果と考察

クロマグロ稚魚の暗所視感度は発育に伴って

緩やかに増加する傾 向があった。これは,発 育

に伴う眼径の増加にに伴う集光効率の向上によ

ると考えられる。したがって,発 育初期の稚魚 ほ

ど暗所視感度が低く,暗黒下で生篭網などがよ

く見えていないと考えられる。分光感度のピーク

波長は発育に伴って短波長側へ移行する傾 向

が観察された。このような発育による分光感度ピ

ークの短波長側への移行は
,発 育に伴う生息水

深および海域の変化による水 中光環境の変化

に対応しているためと考えられる。しかしながら,

時間分解能は発育に伴った一一定の傾向が観察

されなかった。したがって,ク ロマグロ稚魚は発

育初期 に暗所視感度が低い状態で,遊 泳速度

が発育に伴って大きくなることが,衝 突死のリス

クを高めていると考えられる。

今後の課題 は,魚 種問の視覚特性の比較と

概 日リズムに関与する光受容器官である松果体

の特性解 明である。機材や技術などは整いつ

っあり,来年度電気生理学的および分子生物

学的に松果体の機能が解明されることが期待で

きる。松果体への光刺激によって概 日リズムをコ

ントロー一ルし,遊 泳速度の制御などに応川する

研 究を今後行いたい。
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